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令和４年第２回（３月）定例会 

 

 

１  宮 﨑 淳 一 

 

１ 子ども家庭総合支援拠点運営事業について 

  1) 園・学校等との情報交換、家庭訪問などによる自立支援の実施について、その 

   具体的な内容はどのようか。 

 

  2) ヤングケアラーについて理解を深める啓発活動と実態把握とは、どのように行わ

れるのか。 

 

 

２ 生命地域妙高環境会議事業について 

  1) 各プロジェクトの推進についての実態と実施効果について、どのようにみるか。 

 

  2) 自主財源の確保について、入域料の設定はどのようか。また、目標額の設定はな

されているのか。 

 

  3) 環境省のゼロカーボンパークへの登録について 

   ① 国立公園妙高のゼロカーボンパークの登録について、その経緯と取り組み内容

はどのようか。 

 

   ② ゼロカーボンパークに登録する事による効果と次年度以降の財源確保について

の見通しはどのようか。 

 

 

３ すくすく親子健康づくり事業について 

  1) 不妊・不育症治療費助成について、申請予定者の見込みはどのようか。 

    

  2) 妊娠期に対する事業全般について 

   ① 母子健康手帳の交付に併せて、パパ手帳に準ずるものの交付も行われるのか。 

 

   ② パパママ教室における、具体的な支援内容はどのようか。 

 

  3) 出産サポートタクシー費用助成について、妊娠期においても必要とされるかたも

想定されると思われるが、支援の拡充についての考えはどのようか。 

 

 

４ 観光施設整備事業について 

  1) 具体的な実施内容はどのようか。 

 

  2) 簡易雨水貯留設備について、その規模と想定される効果はどのようか。 
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  3) 太陽光パネル・蓄電バッテリーの規格はどのようか。また、設置を予定している

所は決まっているのか。 

 

  4) 実証実験と聞いているが、結果検証の判断とされる基準についてはどのように考

えているか。 

 

 

５ クアオルト推進事業について 

  1) 具体的な取り組み内容と今議会でクアオルト推進を事業化した経緯はどのようか。 

 

  2) クアオルト推進事業について、生涯学習課、健康保険課、観光商工課また、企画

政策課、福祉介護課とも連携を図ることが重要と思われるが市の考えはどのようか。 

 

  3) 令和４年１月 31 日にシミックホールディングス株式会社と妙高市は、新型コロナ

ウイルス感染症対策と健康増進にかかる包括連携協定を締結した。その経緯とその

締結されることによる効果についての見解はどのようか。 

 

 

 

 

 

２  宮 澤 一 照 

 

１ 関係人口創出・拡大事業について 

1) ワーケーション効果検証委託の内容はどのようか。 

 

2) ＳＤＧｓ教育交流事業委託の内容はどのようか。 

 

3) 関係人口創出拡大ＰＲ委託の内容はどのようか。 

 

4) エコモビリティ運営実証委託の内容はどのようか。 

 

5) テレワーク研修交流施設管理運営委託の内容はどのようか。 

 

 

２ 企画費（えちごトキめき鉄道の安定経営支援関係）について 

   えちごトキめき鉄道の安定経営支援について、内容と状況はどのようか。 

 

 

３ 中学校教育振興事業について 

1) 部活動外部指導員の報酬について、会計年度任用職員報酬からの支払い手続きは

どのようか。 

 

2) 部活動外部指導員の費用弁償について、引率者費用弁償及び会計年度任用職員費

用弁償からの支払い手続きはどのようか。 
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３  天 野 京 子 

 

１ 軽・中等度難聴者補聴器購入費助成事業について 

1) 助成を受けたい場合の手順、書類の対応はどのようか。 

 

2) 耳鼻咽喉科医、補聴器相談医、認定補聴器技能者との連携は必要となるか。 

 

3) 「補聴器は、装用効果の高い側の耳に片側装着を原則」としているが、判断はど

のように決まるか。 

 

4) 軽・中等度難聴者補聴器購入費助成 635,000 円を年度途中で使い切った場合、助

成終了とするのか。 

 

5) 補聴器のタイプにはポケット型、耳あな型、耳かけ型などがある。また、耳の形

に合わせたオーダーメイドもあり、助成の対象となるタイプはどのようか。 

 

  6) 軽・中等度難聴者補聴器購入費助成の利用間隔は設定されるのか。 

 

 

２ 子ども家庭総合支援拠点運営事業費について 

1) 虐待の早期発見や予防は子どもを取り巻く全ての機関が連携して情報を共有しな

ければならない。成果をあげる工夫はどのようか。 

 

2) １歳児家庭訪問の目的と想定される支援はどのようなものがあるか。 

 

3) 令和４年度中にヤングケアラーの啓発活動と実態調査が予定されている。年に１

度の担任の先生による家庭訪問をヤングケアラー調査の一環として、情報を得ては

どうか。 

 

 

３ みんなで子育て応援事業について 

継続されている学用品等のリユースの推進はＳＤＧｓ活動としても価値ある取り組

みである。具体的な取り組み内容はどのようか。 

 

 

４ 認定こども園・保育園運営事業について 

1) 副食に加えて主食も提供される完全給食になることで、今までとの変化はどのよ

うか。 

 

2) 主食の提供は米飯に限られるか。 

 

 

５ 認定こども園・保育園園舎等整備事業について 

1) 旧斑尾高原保育園の園舎・職員住宅解体撤去工事、旧水上保育園及び旧第三保育

園の園舎解体撤去工事の予算額は２億 380 万円が計上され、令和４年度中に撤去と

なっている。その後の土地活用についての考えはどのようか。 
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2) あおぞら保育園が開園されることで、閉園となる斐太南保育園及び矢代保育園の

今後の利用はどのようか。 

 

 

６ 感染症予防対策事業について 

1) 国からの通知に基づき、ヒトパピローマウイルス予防接種の積極的な勧奨が再開

される上で保護者の認識と理解が重要と考える。保護者への情報提供はどのように

行っていくか。 

 

2) ヒトパピローマウイルス予防接種のキャッチアップ接種対象者は令和４年度に、

17 歳から 25 歳となるかたで、既に妙高市在住ではないかたもいる。対応はどのよ

うか。 

 

3) 水害時などの感染症発症予防のための防疫活動とはどのような対応策か。 

 

 

７ 霊園維持管理事業について 

1) 令和３年度は合葬墓・納骨堂建設工事設計業務委託料に 210 万円、令和４年度予

算で建設工事に 3,500万円が計上された。供用開始はいつ頃の予定か。 

 

2) お墓の承継を心配しているかたにとっては選択肢の１つとなる。市民に周知する

スケジュールはどのようか。 

 

 

 

 

 

４  堀 川 義 徳 

 

１ スマート自治体推進事業について 

   先進技術実証事業の内容と目的はどのようか。 

 

 

２ 情報システム運用管理事業について 

   情報システム最適化業務委託料の内容と委託先はどのようか。 

 

 

３ 空き家等適正管理事業について 

  1) 市内における空き家の現状と傾向はどのようか。 

 

  2) 特定空き家等解体撤去支援の内容はどのようか。 

 

 

４ 地域づくり応援事業について 

  1) 地域づくりＳＤＧｓ交付金の内容はどのようか。 
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  2) 地域支援員、地区担当職員による地域活動支援はどのようか。 

 

  3) 全住民アンケート実施補助金の活用状況はどのようか。 

 

 

５ 妊産婦・子ども医療費助成事業について 

  1) 令和３年における市内出生数はどのようか。 

 

  2) 妊産婦無料制度の予算規模と開始時期はどのようか。 

 

 

６ 放課後児童クラブ事業について 

  1) 新井中央小学校区放課後児童クラブ活動スペース拡張の内容はどのようか。 

 

  2) 妙高高原北小学校と妙高高原南小学校の統合に伴う児童クラブ統合の協議内容は

どのようか。 

 

 

 

 

 

５  渡 部 道 宏 

 

１ 地域経済活性化支援事業について 

  1) 第 49 回あらいまつり開催に対する支援について、例年の実行委員会への補助とな

っているが、コロナ禍で中止が続き、久しぶりに実施できるとなれば、それなりの

盛り上がりも期待される。しかしながら、通常の実行委員会制では、マンネリの脱

却は容易でないと感じる。実行委員会に妙高市に関わりのある企業から積極的に参

加してもらい、コロナ禍を契機に新しい取り組みをするべきではないか。また、そ

れに伴い、補助率の上限を上げるなどの対策をとることは出来ないか。 

 

  2) 地域で買い物促進事業補助金について、市街地の市民には好評であったと聞いて

いるが、山間地の特に高齢者はその使用期限が短いことや使える店舗が少ないとい

った声もある。また、飲食店からは、人手不足の昨今にあって、突然に大きな需要

があっても対応出来ず、要求に応えきれずかえって店の評価を下げてしまったなど

の声も聞いている。使う側の市民やサービスを提供する側の市民の双方が本当に使

いやすい形とするために、使用期限や国からの支援と重ならない時期の調整など、

対応できる店の状況を勘案することを補助条件とするなどの工夫は出来ないか。 
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６  髙 田 保 則 

 

１ 2050 ゼロカーボン推進事業について 

1) 再生可能エネルギー導入に向けたゾーニングマップの作成の内容はどのようか。 

 

2) 地熱をはじめとした再生可能エネルギー、新エネルギーの導入に向けた支援の計

画内容はどのようか。 

 

 

２ ごみ減量・リサイクル推進事業について 

  1) ３Ｒの取り組みを推進するが、４Ｒへの取り組みについての考えはどのようか。 

 

  2) 「キエーロ」「段ボールコンポスト」による生ごみ自家処理の推進の取り組みはど

のようか。 

 

 

３ 妙高歴史遺産活用推進事業について 

 広域観光ガイドの育成について、取り組み内容はどのようか。 

 

 

 

 

 

７  村 越 洋 一 

 

１ スマート自治体推進事業について 

1) 自治体ＤＸの目的と現状はどのようか。 

 

2) 地域情報化基本計画の評価はどのようか。また、令和６年度までの計画期間に対

し、現状との整合性についてはどうか。 

 

3) オープンデータの認識はどのようか。シフトアップが必要ではないか。 

 

 

２ 総合計画・ＳＤＧｓ推進事業について 

1) ＳＤＧｓ推進条例制定の目的はどのようか。 

 

2) ゼロウェイスト実証事業の内容はどのようか。 

 

 

３ 地域づくり応援事業について 

1) 地域づくりＳＤＧｓ交付金（旧地域づくり活動総合交付金）の実施状況と課題は

どのようか。また、地域で取り組むＳＤＧｓ活動の取り組み方はどのようか。 

 

2) 人材育成塾の開催内容についてどのようか。持続可能な地域運営組織づくりにお

ける、コミュニティビジネスについての取り扱いはどのようか。 
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3) サトヤマンの活動実態と今後の事業展開はどのような考えか。 

 

 

４ 農業振興費について 

脱炭素社会に向けて、食と農業の役割は大きいが予算における市の「ゼロカーボン

推進」を支える事業が見えにくい。どのような考えか。 

 

 

 

 

 

 

８  霜 鳥 榮 之 

 

１ 総合計画・ＳＤＧｓ推進事業について 

ＳＤＧｓ推進条例の制定と普及啓発活動の促進とあるが、具体的にはどのような取

り組みを想定しているか。 

1) ＳＤＧｓ推進条例制定の時期をどのようにみているか。 

 

2) 人口が増加している地域、過疎と高齢化の進んだ地域、観光地や商店街等の地域

と全体を通して市民への啓発方法はどのようか。 

 

 

２ 地方創生推進事業について 

地域のこし協力隊を活用した普及活動や地域活性化の活動形態はどのようになるか。 

 

 

３ 2050 ゼロカーボン推進事業について 

1) ゼロカーボン実行計画の推進と再生可能エネルギーとの関連で、基本的な考え方

はどのようか。 

 

  2) 地域エネルギー会社及び再生可能エネルギー電力販売会社との連携協定に基づく、

電力の地産地消の推進に対する考え方はどのようか。 

 

 

４ 地域にこにこ行政サービス事業について 

  1) 移動市役所の具体的な運用計画はどのようか。 

 

    2) 地域のこし協力隊とのかかわりはどのようか。 

 

 

５ 観光誘客推進事業について 

信越高原連絡協議会でのロードバイク（自転車）を活用した誘客事業や割引特典チ

ケット付き広域マップの作成等の考え方はどのようか。 
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６ 除雪対策事業について 

機械除雪の関係では記されているが、人的課題（オペレーター）等の課題解消の取

り組みはどのようか。  

 

 

７ 克雪施設管理事業について 

1) 流雪溝の活用実態で、活用改善要請が出ているか、実態はどのようか。 

 

2) 井戸枯れやポンプ故障等の実態について、消雪パイプの活用実態はどのようか。 

 

3) ＳＤＧｓとの関係で、消雪パイプの今後の活用方針はどのようか。  

 

 

８ 消防施設・資機材整備維持管理事業について 

1) 消防団も編制替えでスタートするが、器具置き場等の管理対応についての取り組

みはどのようか。 

 

2) 今冬の豪雪で、消火栓は至る所で埋もれ、看板のみとなっていた。今後の対応を

どのように考えているか。 

 

3) 豪雪対応や台風災害等、災害対策の情報収集として、ドローン導入の考えはどの

ようか。 


